










































































































































































































































































する「教師の自由J(freedon fOr the teachers)という思想は教育学者 IoL。キャンデルが
(15,
イギリス法例を例にとって強調してきたものである。












































































































































































































































































































































































































担、学校に対する障害の排除など、多方面にわたる。               ?
これらを公立学校についてみれば、公立学校は、教育という公の目的のために継続的に使用され
る人的、物的施設の総合体である営造物である。そのような営造物たる学校を設置し、管理するの


























































































































































































































































































































Authortty)として指定されるとともに、中央政府の一省として文部省 (Millistry of Educatiolll
が設けられるにいたった。そして文部大臣の職責は、国民に対する教育的サービスのための国家的








ける教員の教育の自由 (freedom for the teachPチS duC donal lberty)にゆだねられるのがよ
いという考えが1944年法の背景にあるといわれるとそこで教育課程行政としては、国王視学官によ
る学校視察 (ilaspectbn)および専門的指導助言 (prOfessional advたe)が中心であり、文部省は
蟹重星催瞑憲憲:f属言と言科扁」Ⅳ培geSti°n)を刊行しており、これは法的拘束力を有しないが、
アメリカでは、イギリスにおけるほどにはっきりしたような内的・外的事項の区別がなく、大体









れる。すなわち、各教科の時間数表や教育内容基準 (HOrales et Programmes)|ま文部省令で、
















































































































(7) Hans Heckel=P.Seipp, Schulrechtskunde. Luchterhand,  l Aufl. 1957, SS. 102--3,  110,  168,
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